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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成23年4月21日(2011.4.21)

【公表番号】特表2010-520803(P2010-520803A)
【公表日】平成22年6月17日(2010.6.17)
【年通号数】公開・登録公報2010-024
【出願番号】特願2009-553704(P2009-553704)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ   2/84     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ  29/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月7日(2011.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　収縮自在な移植片を搬送カテーテルに装填する装置は、
　遠位端および近位端を有しており、幅が逓減する通路が設けられて、前記通路の一方端
でカテーテルを受容し他方端で前記収縮自在な移植片を受容する構成の外側管部材を備え
ており、前記搬送カテーテルは遠位端が設けられており、前記移植片を装填する装置は、
　前記外側管部材の内側を滑動自在に移動する構成にされ、運搬ピンを有している内側管
部材を更に備えており、前記内側管部材が前記外側管部材の中に滑り込むにつれて前記運
搬ピンは幅が逓減する前記通路の内側を移動する形状であり、
　前記内側管部材を前記外側管部材の中に移動させることで、前記運搬ピンに搭載されて
いる移植片は、幅が逓減する前記通路の中を移動してカテーテルの前記遠位端の中に入る
と圧搾されることを特徴とする。
【請求項２】
　前記運搬ピンに搭載された移植片を更に備えている、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記装置は、前記移植片が前記カテーテルに装填されていることを使用者が視覚的に検
証することができるようにした構成であることを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記装置は少なくとも一部が透明な素材を含んでいることを特徴とする、請求項３に記
載の装置。
【請求項５】
　前記装置は視認用ポートを備えていることを特徴とする、請求項３に記載の装置。
【請求項６】
　前記外側管部材は、前記カテーテルを安定化させて収縮自在な前記移植片を受容するよ
うに図った把持装置を更に備えていることを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記内側管部材の内径は少なくとも或る部分で放射方向に他より小さく、前記内側管部
材を前記外側管部材の中に入れることで前記把持装置を圧縮させることにより、把持装置
に前記カテーテルを掴ませてカテーテルを安定化させるようにしたことを特徴とする、請
求項６に記載の装置。



(2) JP 2010-520803 A5 2011.4.21

【請求項８】
　前記内側管部材の内径は少なくとも或る部分で放射方向に他より大きく、前記内側管部
材を前記外側管部材の中に更に入れることで前記把持装置を張出させることができるよう
にすることにより、把持装置に前記カテーテルを放出させるようにしたことを特徴とする
、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　搬送システムにおいて、前記搬送システムはその中に収縮自在な移植片を装填するのに
好適であり、前記搬送システムは、
　２本の細長い円筒部材が互いの内側に嵌合する設計で設けられており、いずれの円筒部
材であれその内側に幅が逓減する通路と運搬ピンが配置され、前記円筒部材のうちの一方
の少なくとも一部は搬送カテーテルを受容するのに適した構成であり、前記円筒部材のう
ちの一方は他方の内側に滑動自在に移動するのに適した構成である装填装置と、
　搬送カテーテルとを備えており、
　前記装填装置を圧縮させることにより、前記円筒部材のうちの一方が他方の内側に滑動
自在に移動し、運搬ピンに収縮自在な前記移植片を案内させて幅が逓減する前記通路の中
に通し、移植片を圧搾し、移植片を前記カテーテルの中に挿入するようにしたことを特徴
とする。
【請求項１０】
　前記移植片は肺移植片であることを特徴とする、請求項９に記載の搬送システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　前段までに本発明の好ましい実施例の完全な説明が行われているが、多様な代替例、修
正例、および、均等例を採用してもよい。よって、上述の説明は、添付の特許請求の範囲
によって限定される発明の範囲を制限するものと解釈するべきではない。
　本発明に関連する好ましい態様として、以下のものをあげることができる。
［態様１］　収縮自在な移植片を搬送カテーテルに装填する装置は、
　遠位端および近位端を有しており、幅が逓減する通路が設けられて、前記通路の一方端
でカテーテルを受容し他方端で前記収縮自在な移植片を受容する構成の外側管部材を備え
ており、前記搬送カテーテルは遠位端が設けられており、前記移植片を装填する装置は、
　前記外側管部材の内側を滑動自在に移動する構成にされ、運搬ピンを有している内側管
部材を更に備えており、前記内側管部材が前記外側管部材の中に滑り込むにつれて前記運
搬ピンは幅が逓減する前記通路の内側を移動する形状であり、
　前記内側管部材を前記外側管部材の中に移動させることで、前記運搬ピンに搭載されて
いる移植片は、幅が逓減する前記通路の中を移動してカテーテルの前記遠位端の中に入る
と圧搾されることを特徴とする。
［態様２］前記運搬ピンに搭載された移植片を更に備えている、態様１に記載の装置。
［態様３］前記装置は、前記移植片が前記カテーテルに装填されていることを使用者が視
覚的に検証することができるようにした構成であることを特徴とする、態様１に記載の装
置。
［態様４］前記装置は少なくとも一部が透明な素材を含んでいることを特徴とする、態様
３に記載の装置。
［態様５］前記装置は視認用ポートを備えていることを特徴とする、態様３に記載の装置
。
［態様６］前記外側管部材は、前記カテーテルを安定化させて収縮自在な前記移植片を受
容するように図った把持装置を更に備えていることを特徴とする、態様１に記載の装置。
［態様７］前記内側管部材の内径は少なくとも或る部分で放射方向に他より小さく、前記
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内側管部材を前記外側管部材の中に入れることで前記把持装置を圧縮させることにより、
把持装置に前記カテーテルを掴ませてカテーテルを安定化させるようにしたことを特徴と
する、態様６に記載の装置。
［態様８］前記内側管部材の内径は少なくとも或る部分で放射方向に他より大きく、前記
内側管部材を前記外側管部材の中に更に入れることで前記把持装置を張出させることがで
きるようにすることにより、把持装置に前記カテーテルを放出させるようにしたことを特
徴とする、態様７に記載の装置。
［態様９］搬送システムにおいて、前記搬送システムはその中に収縮自在な移植片を装填
するのに好適であり、前記搬送システムは、
　２本の細長い円筒部材が互いの内側に嵌合する設計で設けられており、いずれの円筒部
材であれその内側に幅が逓減する通路と運搬ピンが配置され、前記円筒部材のうちの一方
の少なくとも一部は搬送カテーテルを受容するのに適した構成であり、前記円筒部材のう
ちの一方は他方の内側に滑動自在に移動するのに適した構成である装填装置と、
　搬送カテーテルとを備えており、
　前記装填装置を圧縮させることにより、前記円筒部材のうちの一方が他方の内側に滑動
自在に移動し、運搬ピンに収縮自在な前記移植片を案内させて幅が逓減する前記通路の中
に通し、移植片を圧搾し、移植片を前記カテーテルの中に挿入するようにしたことを特徴
とする。
［態様１０］前記移植片は肺移植片であることを特徴とする、態様９に記載の搬送システ
ム。
［態様１１］収縮自在な移植片を搬送カテーテルに装填する装置は、
　遠位端および近位端を有している外側管部材と、
　遠位端および近位端を有しており、前記外側管部材の内側を滑動自在に移動する構成の
内側管部材とを備えており、
　前記内側管部材の内径はその近位端から遠位端に向けて放射方向に逓減してゆき、前記
外側管部材の内径はその遠位端から近位端に向けて放射方向に逓減してゆき、外側管部材
が内側管部材に沿って滑動するにつれて内側管部材と外側管部材の間に設置された収縮自
在な移植片を放射方向に圧搾するようにしたことを特徴とする。
［態様１２］収縮自在な肺移植片を治療部位まで搬送するカテーテルは、
　管腔と、
　前記管腔の内側に滑動自在に収容され、収縮自在な肺移植片に付着して前記肺移植片を
前記管腔の中に引張り入れる取付け部材が設けられたロッドとを備えている。
［態様１３］前記取付け部材には、収縮自在な前記肺移植片の一方端を受容するための溝
が設けられていることを特徴とする、態様１２に記載のカテーテル。
［態様１４］前記取付け部材にはバネが装填された球部材が更にもうけられており、収縮
自在な前記肺移植片に対する掴み部を大きくしたことを特徴とする、態様１３に記載のカ
テーテル。
［態様１５］前記取付け部材にはラッチ機構が設けられており、収縮自在な前記肺移植片
を放さないようにしたことを特徴とする、態様１２に記載のカテーテル。
［態様１６］前記取付け部材にはループワイヤが設けられており、収縮自在な前記肺移植
片の一方端の周囲で輪を描く形状にしたことを特徴とする、態様１２に記載のカテーテル
。
［態様１７］前記ループワイヤは形状記憶材料を含んでおり、ループワイヤの弛みを増す
ことにより、前記カテーテルが収縮自在な前記肺移植片を放出することができるようにし
たことを特徴とする、態様１６に記載のカテーテル。
［態様１８］収縮自在な移植片を装填するのに適したキットであり、前記キットは、
　２本の互いに同軸の円筒部材が設けられており、前記２本の円筒部材のうちの一方の内
側には幅が逓減する通路および運搬ピンが配備されており、円筒部材の一方の少なくとも
一部は搬送カテーテルを受容するのに適した構成であり、円筒部材の一方は他方の内側を
滑動自在に移動するのに適した構成である装填装置と、
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　搬送カテーテルと、
　自己拡張型の収縮自在な移植片と、
　前記装填装置、前記移植片、および、前記搬送カテーテルを無菌状態で保有する梱包材
とを備えている。
［態様１９］一連の段階を通して従うように使用者に指示する使用手引きを更に備えてお
り、前記使用手引きにより収縮自在な前記移植片が前記カテーテルに装填されるようにし
たことを特徴とする、態様１８に記載のキット。
［態様２０］前記一連の段階は、前記搬送カテーテルを前記装填装置の遠位端の中に設置
する工程と、前記２本の円筒部材のうち内側のものを外側のものの中へ圧縮させて入れる
工程とを含んでいる、態様１９に記載のキット。
［態様２１］前記自己拡張型の収縮自在なステントは、前記装填装置の内側に圧搾してい
ない状態で配備されることを特徴とする、態様１８に記載のキット。
［態様２２］前記梱包材としては、前記装填装置、前記搬送カテーテル、および、前記移
植片を全て保有する箱または袋があることを特徴とする、態様２１に記載のキット。
［態様２３］前記カテーテルは前記梱包材の中の無菌容器の中に置かれ、前記移植片およ
び前記装填装置はもう１つ別の無菌容器すなわち第２の無菌容器の中に置かれていること
を特徴とする、態様２２に記載のキット。
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